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7月13日（土）宵宮運行
午後1時～5時・午後7時～10時
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昼：各町⇒駅前ロータリー　⇒中町通り　⇒各町
（各太鼓台が運行コースを周回します。）

夜：西町交差点・南町郵便局前交差点
（午後7時半から順次出発）

⇒運行コース⇒府道堺阪南線にて練り合い
（午後9時頃）

7月14日（日）本宮運行
年後1時～5時・午後7時～10時

●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●

昼：各町⇒浜側より順次運行
（午後1時）

本部席前にて式典後練り合い

夜：西町交差点・南町郵便局前交差点
（午後7時半から順次出発）

⇒駅前ロータリー⇒練り合い仁冠雪社前
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脚立の持ち込みはたいへん危険なので禁止です。コ三は必ず持ち帰りましょう。安全のため祭礼関係者の指示に従って下さい。危ないのでドローン等を飛ばさないでください。　作祭礼運営委員会



義塾轟観閲駐智明習
今より約430年前の天正11年（1583）顕如上人が本願寺を紀州鷺森より貝塚に移されました。これを祝して

貝塚の住民が三日三晩踊り明かし、感田瓦明神の氏子達も、ハシコらしきものの上に太鼓を乗せ、竹笹を立て、

担いでまわったのか太鼓台の始まりと言われています。

俗に貝塚宮と称される感田神社の夏祭りに、太鼓台が担ぎ出されたのは、今から約270年前の寛保元年

（1741）のお祭りからであり、泉州地域にあいて最も古い太鼓台祭りです。（諸説あります。）

祭礼には、大北町・堀之町・中町・両町・中北町・西町・近木町の各氏子町から7碁の太鼓台が担ぎ出され

ます。13日は宵宮として、家ごとlこ献灯やまん幕が張られ、翌14日の本宮でも、太鼓台は前日に引き続き

「べ－ラべ－ラベラシヨツシヨ」の掛け声Iこあわせて勇壮に市中を練り歩きます。

竜蛸駒関習
貝塚の寺内町は、願泉寺を中心に発達してきました。
天文14年（1545）に無住であった草庵に紀州根来寺
からト半斎了珍が迎えられ、一向宗の町づくりが始めら
れたことか、寺内町建設の起源です。
天文24年には大坂本願寺から寺内町に取り立てられ
ましたガ、天正5年（1577）の織田信長との戦いでは焦土
と化しました。
その後、寺も町も再建され、天正11年（1583）から
2年間は本願寺顕如上人か紀州鴬森から寺基を貝塚に
移したことによって一層の発展を見ました。
戦国期の兵乱を乗り越えて江戸時代には町はト半家を
領主とする寺領とされ、また詰役免許の地として鋳物業
をはじめ、櫛挽・醸造業・廻船業・薬種業などの商工業か
発展しました。

①感田　神　社……………貝塚寺内町の産土神

②願　泉　寺……………貝塚寺内町の中心寺院

⑨御坊前の町並……………門前寺やト半家の重臣、並河家住宅が残る

④堀之町の町並…………・＝貝塚寺内年寄利斎家住宅が残る

⑤御　下　筋……………ト半役所の門前

⑧ト半役所跡と姫松………姫松伝説の地

⑦北境川と尾食家住宅……貝塚寺内町の北の境界

⑧中北の町並……………江戸時代の土蔵や酒蔵があった

⑧西町の町並……‥＝…‥貝塚浦の繁栄を偲ぶ

⑩清水楕（紀州街道）………寺内町の出入口

⑪上　善　寺……………南朝遺臣橋本正高の墓所

⑩妙　泉　寺……………寺内町唯一の日蓮宗寺院

⑩新地の町並……………大正建築を今に伝える

⑯要　眼　寺……………門前玉か寺の一つ

義葵轟⑳紗蟄垂喚
ぺ－ラ　べ－ラ　ベラシヨツシヨ

信濃屋のお半さん、石部のあ宿で仮枕

石山の秋の月、牡丹に唐獅子竹lこ虎、虎追うて走るは和藤内、

和藤内あ万に知恵貸そか、知恵の中山清閑寺、清閑寺の和尚さん坊さんで、

ぽんさん蛸さんじゆううべさん、卵のふわふわ上りんけ、

今日は精進あしたlこしよ、

シヨシヨマカ　シヨシヨマカ　シヨツシヨツシヨ


	太鼓台　表003
	太鼓台　裏004

